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Ⅳ28-02  香川県内における黒毛和種繁殖経営の繁殖成績の動向 

○谷原 礼諭 １、高橋和裕 ２ 

１ 香川県農政水産部農業経営課、２ 香川県西部家畜保健衛生所 

【目的】香川県内の黒毛和種繁殖農家における繁殖成績の推移を把握することにより技術

支援を行う対象を明確にすることを目的とする。【材料と方法】独立行政法人家畜改良セン

ター牛個体識別全国データベースから、２０１５年から２０１７年の県内黒毛和種繁殖牛

の飼養頭数及びその分娩履歴データ８１，４８１件から分娩間隔及び農家の平均産次数を

求め、年次ごとの平均値の多重比較を行った。【結果】飼養戸数は、２０１５年１５１戸、

２０１６及び２０１７年１３８戸と減少した。経産牛飼養頭数別戸数割合は、０から９頭

の農家（以下、「小規模農家」）は２０１５、２０１６、２０１７年それぞれ６５．６％、

６４．５％、６３．８％と半数を超えていた。県内全体の和牛繁殖農家の平均経産牛飼養

頭数はそれぞれ９．７４、９．９５、１０．５６頭（２０１５、２０１６年と２０１７年

の間に有意差あり（ｐ＜０．０５））と増頭傾向にあった。平均分娩間隔は２０１５年から

減少傾向（２０１５と２０１６年との間に有意差あり（ｐ＜０．０５））であった。飼育雌

牛の平均生涯産次数は減少傾向が認められた（すべての年次に有意差あり（ｐ＜０．０５））。

また、平均分娩間隔は、飼養頭数規模が小さくなるほど分散が大きく分娩間隔も長い農家

数が多くなる傾向があった。 
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